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番

訟
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己

番

流

山

源

次

郎

莱

康

一

雄

石

井

輝

久
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否

益

男

渡
》
辺
川
智
皐
治
郎
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次
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照
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安
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作

古

宮

拳
八
郎

長

育

図

費右

原

男、

地
暗
雲
市
民
地

山

議
案
第
二
十
九
号

議
案
策
一
二
'
十

秩

五

次

議
案 J

第

十

号 ノ芳徹ー量量

議
滞
留
宴
織
佐

穂

記

書

記

敏

維哲夫

指鶴 石

回木井

英

号〆

一一白
書
事
t
t
f辛
f

I

S

3

ふ
犠
震
へ
禽
晦
勇
治
蛇
耐
震
W

J

本
定
闘
会
護
憲
審
畿
の
た
め
地
方
自
治
法
鵬
首

日
程
第

議
案
第
一
二
十
三
号

議
案
第
三
十
四
号

議
案
第
三
十
五
号

議
案
第
三
十
六
号

議
案
第
三
十
七
号

議
案
第

十
も)¥

、号

議
案
第
三
十
九
号

係
資

κ関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
℃

A

館
山
市
教
育
長
の
諸
給
与
及
び
勤
務
条
件

等
K
関
す
る
条
例
の
一
一
穏
を
改
正
す
る
条

例
。
制
定
K
つ
い
て

館
山
市
立
幼
稚
簡
保
育
料
/
徴
収
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
K
つ
い
て

館
山
市
学
校
安
全
共
済
掛
金
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
。
制
定
K
つ
い
て

館
山
市
管
年
鎗
の
設
量
及
び
管
理

κ関
す

る
条
例
の
一
務
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

K
つ
い
て

鎗
山
市
富
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
K
つ
加
て

館
山
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
ご
齢
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

κつ
い
て

e

公
有
水
面
題
立
免
特
に
関
す
る
答
申
に
つ

W
て

舎

午
前
十
時
十
三
分
開
会
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。
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
V

J

本
局
の
出
席
議
員
数
二
十
六
名
、
と
れ
よ
h
y
昭

和
五
十
三
年
第
二
国
市
議
会
定
例
会
を
開
会
し
‘
直
ち
K
本
日
の
会
議
を
聞

き
ま
す
。

加
を
せ
ん
か
e

開髄

長

'fet

農
業
委
員
会

事

務

局

長

一
.
轟
席
事
務
局
職
員

事

務

局

長

世

間

尾

'
e妃

兵

藤

ム

積

賓

配

庄

.

問

問

て
議
事
日
寝
〈
第
一
号
)

昭
和
五
十
三
年
六
月
十
九

a午
前
十
時
開
議

箆
程
郷
}
会
議
録
署
名
議
員

ω揖
名

日
議
第
二
会
舗
の
決
定

a種
第
一
二
会
議
自
穏
の
決
定

て

報

告

第

一

号

}

報

告

第

二

号

財
団
法
人
館
山
市
開
発
公
社
の
経
営
状
況

説
明
衡
の
提
出

κつ
い
て

財
団
法
人
鍍
山
市
環
場
保
金
公
社
の
鑑
賞

状
祝
説
明
書
の
提
出
に
つ
い
て

館
山
形
ほ
税
条
例
の
一
一
節
を
改
正
す
る
条

例
の
専
決
処
分
の
承
認
K
つ
同
て

昭
和
五
十
二
年
度
錆
山
市
一
般
会
計
補
正

予
算
(
第
四
号
〉
の
専
決
処
分
の
承
認

κ

つ
い
て

非
稼
働
の
特
別
職
の
職
員
に
係
る
報
酬
及

び
費
用
弁
償

κ関
す
る
条
例
の
一
一
部
を
改

定
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

4

議
案
第
三
十
二
号
館
山
市
長
、
助
役
、
収
入
設
の
給
与
及
び

三人 報

告

， 
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議
長
ハ
奮
闘
持
治
郎
君
〉
日
〆
本
定
締
会
議
案
審
議
の
た
め
地
方
自
治
法
第
百

こ十十守叩士却条宋の一規規定

κ主
る
る
4

白
席
喪
求

κ剖対吋ト卜し.しし矢しν矢寸~1
h

沿全Fまr串

出
由
席
撒
蝿
報
報
告
が
と
ざ
い
柄bU引
ノ
ま
し
た
た
一
の
で
蜘
御
卿
了
承
闘
願
轍
M

加
ド
ま
ナ
e
q

念
4
h
'
i

監
査
聾
員
よ
h
M
三
月
乃
歪
五
月
実
施
の
監
査
の
結
集
が
報
告
さ
れ

て
ι
v
b
ま
す
。
d

そ
れ
ぞ
れ
が
手
屯
と
依
配
付
の
印
刷
寄

k
t
b御
了
承
願
い

ま
す
・

積

雪長

m
N
 

O
議
長
〈
古
田
一
磁
勇
治
郎
常
〉

付
が
あ
h
P
4
z
し
走
。

J

、

p

-

議
案
麓
び
広
説
明
袋
、
を
配
付
い
た
さ
せ
ま
す
。
器
付
揖
お
は
ど
が
甲
い
ま
せ

ん
か

e
i
J配
付
揮
れ
悲
し
念
露
め
語
、
す
。

・
本
信
ゅ
の
会
議
M
U
h
v
手
も
と
花
配
付
の

a寝
袋

κよ
h
E
行
柿
ま
す
。

配た
花
柄
ま
市
長
か
ら
議
案
並
び

κ説
回
明
書
の
一
送

、特

4

舎
蹟
謙
署
名
欝
員
@
指
名

。
議
長
ハ
審
問
勇
治
郎
窓
〉

いを

たたず
し番。
ま議 1

す員 e

e 業

日
種
第
一
.
会
議
録
場
名
議
員
の
指
名
を
行
い

雄
君
、
二
一
一
一
番
議
員
菊
終
結
臥
樽
君
、
以
上
商
粛
を
指
名

。

決

。
議
長
門
官
偲
勇
治
路
震
〉
日
程
第
}
ペ
会
期
G
決
定
を
行
い
ま
す
e

本
定
側
会
。
会
掲

κっ
き
議
会
連
書
協
議
会
の
意
昆
は
率
六
月
十
九
白
か

ら
六
月
二
十
七
日
ま
で
の
九
回
閣
と
い
う
と
&
で
あ
h
g
含
す
。

-b
傭
b
い
え
し
ま
す
n

ゐ
岱
摘
念
九
日
間
と
定
め
ま
す
と
と
に
御
異
議
ご
ざ

会

期

定

r 

ミ

ιゃ

，、

い
を
せ
ん
か
eハ

コ
構
内
一
議
乏
し
」
L
h
呼
ぶ
者
あ
h
y
)

0
議
墨
書
国
勇
治
郎
君
)
語
異
議
な
し
是
認
め
ま
す
1
}

よ
4

て
会
期
笠
ハ

月
十
九

aか
ら
ニ
十
七
48
ま
で
の
九
日
間
ど
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

金

援

日

韓

の

決

定

O
議
長
内
曹
関
勇
治
郎
君
v

g
穆
第
三
‘
会
議

a穫
の
決
定
を
行
い
ま
す
e

砂
糖
h
y
加
え
t
M
4
Z

す
。
必
手
も
と

κ配
付
い
た

L
ま
し
た
会
議
箆
租
袋
M

M

本
定
例
会
の
大
体
の
日
取
b
予
定
で
あ
-D
ま
す
が
‘
議
委
運
営
協
議
会
@
意

。
見
K
よ
hv
作
成
い
し
た
し
ま
し
た
。
本
定
制
料
金
を
か
か
む
ね
ζ

の
会
雛

a寝
袋

に
よ

b
運
び
ま
す
と
と
も
に
.
そ
の
関
議
案
の
追
加
ま
た
は
議
事
。
都
合
一
に

よ
h
y
ま
し
支
そ
の
務
度
と
れ
を
改
め
る
、
ζ

と
に
し
て
‘
大
体
と
の
よ
う
K
い

た
し
た
M
U
と
患
柏
会
す
。
と
れ

K
御
異
畿
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
可

も
《
「
盟
関
殺
な
し
」
と
時
ぷ
者
金
e
・9VF，

O
議
長
《
脊
碕
勇
治
銘
建
》
毎
異
議
定
じ
と
認
め
ま
す
n

は
決
定
い
た
し
ま
L
た。

品

購

@

一

O
議
長

m
菅
沼
易
治
一
郎
君
}
日
程
第
四
、
報
告
第

r寝
報
告
事
岬
一
喜
重
ぴ

議
案
第
ニ
・
十
九
号
乃
韮
議
案
第
三
十
九
号
を
一
括
し
て
議
題
と
し
耐
と
れ
玄

J

・9
各
議
案
等
の
提
案
理
宙
の
説
明
を
宥
い
ま
す
。
、

♂
一
提
由
帰
理
由
の
説
明

ハ
市
長
半
沢
良
一
君
愛
壇
》

O
市
長
ハ
半
沢
良
二
S

一本

a.
と
と

κ第
ニ
臨
市
緩
会
定
例
会
を
招
amuu
匂，

膿、雪

、

ー宏 、

童九

議

上

程

、
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-8-



!
i
r
i
f
f
j
i
?
p
i
t
a
p
-
-
i
L
i
p
-
-
t
i
t
a
r
i
f
fト
t
t
f
L
e
t
-
-
t
h
l
e
t
'
s
t
p
I

た
し
‘
当
面
す
る
諸
案
件

κフ
い
て
御
審
議
を
が
願
い
す
る
と
と
K
M
え
じ

ま
し
た
0

1

r

J

B

J

4

孟

会

挫

の

金

融

機

関

か

ら

の

借

入

金

も

逃

散

年

度

κ
h
v
h
て
‘
六
千
五
百
万

そ
の
前
K
、
一
意
‘
、
が
祝
い
の
嘗
業
を
・
旬
し
止
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
叩
同
で
と
@
借
入
金
事
五
十
三
年
五
月
末
k
b』
い
て
、
傘
額
返
摘
す
る
予
定
で

ζ

の
た
び
、
千
策
県
市
議
会
議
長
会
か
ら
‘
安
西
益
男
犠
自
民
、
菊
井
敏
博
る
b
を
す
。
念
hv
ー
と
の
件

κつ
き
ま
し
て
は
‘
五
月
三
十
一
日
付
を
も
唖

琴
掴
間
・
、
密
一
村
真
抗
議
員
、
聾
丹
照
一
正
議
員
1

商
品
マ
禄
一
郎
議
員
向
関
東
市
'
て
会
額
返
済
さ
れ
て
ふ

b
ま
ナ
。

議
会
議
長
会
か
ら
円
安
西
益
男
議
員
、
第
井
敏
博
議
員
、
西
村
真
次
難
民
、
、

4

7

-

昭
和
五
十
二
年
度
k
b
い
て
は
.
九
千
十
二
万
七
千
余
円
の
純
利
益
を
生

盤
月
照
芭
議
員
、
辻
田
実
議
員
.
闘
中
禄
都
議
員
が
.
ま
た
‘
全
国
市
織
金

智
長
会
・
か
ら
・
安
西
一
益
一
望
誠
一
員
、
菊
井
敏
一
博
議
員
、
西
村
真
次
議
員
、
.
望
月
ず
る
と
と
と
な
一
》
ま
し
た
が
・

ζ

れ
に
つ
い
て
は
‘
翌
一
年
度
以
降
‘
有
効
K

照
正
議
員
三
辻
図
案
議
員
が
ぞ
れ
ぞ
れ
を
が
年
勤
続
8
治
功
労
の
表
彰
の
栄
活
用
し
‘
公
社
の

g
的
で
あ
ゐ
市
の
経
揖
発
展
と
市
民
福
祉
の
向
上

κ寄
与

お
潜
し
ま
し
た
乙
と
は
‘
重
h
H
-

重
ね
制
御
問
題
惇
た
え
ま
ぜ
ん
e

一
、
一
戸
し
て
ゆ
〈
も
の
で
あ
・
9
ま
す
。

と
ζ
K
.
a
頃
の
御
尽
力

κ対
し
感
謝
い
え
し
ま
す
と
共
K
心
か
ら
ι
宇

都

、

次

κ報
告
第
二
号
財
毘
法
人
館
山
市
環
境
地
株
会
公
社
の
鑑
賞
状
況
説
明
書

怖
を
儲
申
し
上
げ

1

今
後
と
も
、
ー
市
政
仲
良
也
た
め
J

御
支
援
‘
御
協
力
勝
タ
の
鑓
崩
に
つ
い
て
で
あ
・
9
ま
す
が
)
ζ
れ
は
・
館
山
市
が
財
団
法
人
館
山
市
・

ま
す
よ
う
ib
願
柏
市
し
土
げ
を
す
r

一

環

境

保

会

会

社

に

対

し

て

.

出

資

と

損

失

鎗

償

を

し

て

い

る

関

係

か

ら

‘

地

さ
て
、
本
日
・
上
稜
一
加
え
し
ま
す
案
件
は
‘
報
告
関
係
二
件
-
一
般
議
案
方
自
治
法
第
三
百
四
十
三
条
の
三
第
二
項
及
び
同
法
施
行
令
第
百
七
十
一
一
一
条

鋼
係
十
章
一
件
で

J

る
か
u

ま

す

。

ム

e

〆

γ

の
規
定
に
よ
h
y
‘
淘
公
社
、
に
係
る
経
営
状
祝
説
明
書
を
議
会

κ提
出
す
る
も

以
市
川
〕
そ
の
概
要
に
つ
き
提
案
理
由
の
説
明
を
由
申
し
上
げ
ま
す
C

A

の
で
あ
・
9
ま
す
e

r

i

一へ

ま
ず
報
告
第
一
号
同
財
団
法
人
館
山
市
開
発
公
社
の
鑑
賞
状
況
説
明
書
の
昭
和
五
十
二
年
度
財
団
法
人
館
山
市
環
境
保
全
公
社
事
業
の
決
算
に
つ
き
‘
吋

提
出
に
つ
い
て
で
あ
b
ま
す
が
.

ζ

れ
は
、
館
山
市
が
財
団
法
人
館
山
市
開
報
告
を
受
け
た
概
要
K
つ
い
て
ど
説
明
し
ま
す
と
‘
業
公
社
は
、
設
立
以
来
一

ぺ
尭
公
社

κ対
し
て
.
出
資
と
損
失
補
償
を

ιて
い
る
騎
係
か
ら
地
方
自
治
法
、
第
四
期
の
決
算
と
な

b
ま
し
た
が
ー
と
の
間
一
生
活
環
境
の
保
全
と
プ
市
民

第
二
百
四
十
三
条
の
三
第
二
項
及
び
同
法
施
行
令
第
帝
国
七
十
三
条
の
親
定

κ

サ
ー
ビ
ス
比
重
大
な
責
在
を
持
ち
‘
か
っ
‘
健
全
な
る
経
営
を
自
擦
に
努
力

主・
9
同
公
社
終
日
係
る
経
営
状
況
説
明
書
を
議
会
K
提
出
す
る
も
の
で
あ

b
主

し

て

透

M
Dま
し
た
イ
そ
の
一
環
と
h
え
し
ま
し
て
‘
昭
和
五
十
二
年
七
月

J

す

町

一

よ

b
‘
公
社
の
主
要
事
務
を
谷
藤
原
の
事
務
所
に
移
し
.
現
業
職
員
と
事
務
、

昭
和
五
手
.

け
え
概
要

κ
つ
い
て
ど
説
明
し
ま
す
と
‘
今
期
事
業
と
し
ま
し
て
は
‘
一
、
館
山
，
¥0

の
内
容
K
つ
き
ま
し
て
は
損
益
計
算
書
に
示
し
を
す
と
や
タ
で
あ
b
ま
ナ
が
.

市
八
傭

κる
る
荒
川
区
有
地
千
九
百
四
十
三
平
方
メ
i

b
ル
を
四
壬
怠
百
二
4

昨
年
関
係
者
各
位
の
ど
漣
解
と
ど
協
力
に
主

b
手
数
料
の
値
上
げ
を
な
せ
て

十
六
万
六
千
余
円
で
購
入
し
‘

ζ

れ
を
館
山
市
、
へ
寄
付
い
た
し
ま
し
た
一
ま
い
た
だ
い
た
と
と
と
あ
わ
て
館
山
市
主
張
七
百
五
十
万
円
を
逮
用
財
産
と
ー

た
.
館
山
市
か
ら
委
託
を
受
け
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
諸
事
業
の
う
ち
.
十
し
て
寄
付
行
為
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
‘
昭
和
五
十
二
年
度
は
‘
千
四
百

一
一
億
五
手
九
百
九
十
忠
一
万
九
千
余
円
宍
館
山
市
か
ら
支
払
い
が
あ

b
tし
七
十
・
四
万
七
千
余
円
。
澗
益
を
集
ず
ゐ
ζ

と
が
で
き
ま
し
戎
e

し
か
し
?
鵡

-

4

1

i

a

a

-

-

h

i

i

1

!

i

l

l

-

i

J

l

i

f

w

'

:

:

J

1

:

-

-

一勺一

i
j

た。



認円

t

t

-
一
、

斗
寸
寸

J1aa--e

、一一、-

P

L

P
ヘ

ヨ

J

r
予
ち
一

f

t

L

 、-

4

 

てち-， ;>、

<U  • 

f
f

》
イ

1
1
1

十

進

V 

唱

4 

調
繰
越
火
損
金
二
千
百
四
十
九
万
五
千
余
円
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
‘
六
百
七
伝
見
て
、
な
h

布
、
負
強
の
増
加
を
求
め
る
余
地
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
の
で
‘

十
四
万
八
千
三
十
一
円
の
火
償
金
が
残
る
と
と
と
相
成
る
次
第
で
あ

b
ま
す
。
今
回
.

ζ

れ
ら
の
法
人
の
市
民
税
の
均
等
割
の
税
率
を
引
き
上
げ
る
ζ

と
と

昭
和
五
十
三
年
度

κ
bき
ま
し
て
は
、
館
山
市

K
田
摘
す
る
公
共
施
設
の
一
な
う
た
わ
け
で
あ
h
p

ま
す
。
一

般一
f
み
取
・
9
及
び
し
尿
浄
化
槽
の
清
掃
、
点
検
業
務
を
拡
強
い
た
し
ま
し
し
て
次

κ都
市
計
磁
説
の
税
率
で
あ
h
y
ま
す
が
‘
百
分
の

0
・
一
一
を
百
分
の

O

職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
更
に
.
地
域
社
会
の
環
境
衛
生
の
保
全
に
努
め
、
あ
-
一
一
一

κ改
め
た
も
の
で
あ
夕
、
と
の
改
正
は
‘
住
居
環
境
の
改
善
を
図
ゐ
た

わ
せ
て
公
共
サ
1
ピ

Z
K
努
力
い
た
し
ま
す
と
共
K
.
健
全
鑑
賞
念
自
穣

κ

め
下
水
道
‘
輯
路
.
公
園
等
各
都
市
施
設
の
整
備
の
た
め
の
財
源
と
な
る
も

金
力
を
尽
《
す
所
存
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
‘
今
後
と
も
な
れ
ず
一
一
層
の
む
指
導
.
の
で
あ
h
p
ま
す
。
、

ど
協
力
を
賜
・
9
ま

す

よ

う

か

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

一

次

に

今

回

の

改

正

K
よ
夕
、
建
物
‘
構
築
物
そ
の
他
一
定
の
施
設
で
鐙
久

次
K
議
案
第
二
十
九
号
館
山
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
的
な
剰
用
K
供
-
さ
れ
る
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
基
準
K
適
合
す
る
も
の
の

決
処
分
の
承
認

K
つ
い
て
で
あ

b
ま
す
が
.
去
る
三
月
三
十
一
日
、
地
方
税
用
K
供
す
治
土
地
で
‘
地
域

κhvけ
る
土
地
税
局
に
適
合
す
る
と
と

K
つ
い

法
の
一
織
を
改
正
す
る
法
律
案
が
園
会
に
て
可
決
.
向
日
公
布
.
四
月
一
日
て
市
長
が
特
別
土
地
保
有
税
審
議
会
の
議
を
経
て
認
定
し
た
も
の
に
つ
い
て

か
ら
施
行
さ
れ
る
と
と
と
な

b
ま
し
た
結
果
.
鎗
山
市
市
税
条
例
も
こ
の
法
は
や
当
該
土
地

κ係
る
特
別
土
地
保
有
説
の
納
税
義
務
を
免
除
す
る
ζ

と
と

ム
律
改
韮
に
あ
わ
せ
て
.
急
謹
改
正
す
る
必
援
が
生
じ
た
た
め
.
同
条
例
の
一
さ
れ
ま
し
た
叫

締
改
正
を
地
方
自
治
法
第
百
七
十
九
条
第
一
環
の
規
定
に
よ
h
y
専
決
処
分
を
と
の
地
方
税
法
の
改
正
K
伴
っ
て
‘
新
た

κ特
別
土
地
保
有
ー
説
審
議
会
の

い
た
し
ま
し
た
の
で
開
条
第
三
項
の
規
定

κよ
h
p
議
会
K
報
告
し
‘

ζ

の
承
設
量
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
の
で
審
議
会
霊
長
在
‘
学
識
経
験
の
あ
る
者

認
を
求
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

b
ま
す
。

B

K

び
地
方
設
共
団
体
の
験
員
の
グ
ち
か
ら
市
長
が
任
命
す
る
七
人
を
も
守
て

今
回
の
地
方
税
法
の
改
正
は
.
地
方
財
政
が
き
わ
め
て
厳
し
い
状
況
の
中
構
成
し
.
怪
掛
を
二
年
と
し
、
遜
正
か
っ
公
正
な
審
議
を
図
る
た
め
隊
員
機

か
ら
、
当
面
の
地
方
税
減
の
充
実
策
と
し
て
‘
法
人
遊
民
税
の
場
等
割
の
税
関
設
置
条
例
の
一
部
改
正
を
行
い
.
あ
わ
せ
て
特
別
土
地
保
有
税
審
議
会
の

率
及
び
都
市
計
画
税
の
制
限
税
率
の
引
き
上
げ
、
土
地
副
利
用
の
実
態
等
を
考
委
員
報
酬
の
額
に
つ
い
て

.
5
額
四
千
円
と
す
る
非
常
勤
の
特
別
職
の
職
員

思
し
て
特
別
土
地
保
有
税
の
課
税
の
合
理
化
等
の
改
正
が
主
な
も
の
で
あ
-

D

K
係
る
報
酬
及
び
費
用
弁
償
K
関
す
る
条
例
の
一
一
部
改
正
を
行
事
怯
っ
た
も
の

ま

す

?

で

あ

-D
ま
す
。

ζ

の
ほ
か
‘
個
人
の
市
民
税
の
低
所
得
者
層
の
均
等
割
ゆ
非
課
税
限
度
を

決
定
す
る
金
額
の
引
き
上
げ
、
農
業
を
営
む
個
人
が
ー
そ
の
銅
育
し
た
肉
用

牛
を
売
却
し
た
場
合
の
鄭
業
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
所
得
制
に
つ
い

て
の
免
除
期
間
の
延
長
‘
都
市
計
画
説
の
税
率
の
改
正
に
伴
い
、
国
際
観
光

-5-

、
ま
ず
.
法
人
市
民
税
の
均
等
割
の
税
率

κつ
い
で
は
昭
和
五
十
一
年
度
及

び
昭
和
五
十
二
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
っ
て
‘
一
経
済
諸
指
標
の
推
移
等
を
勘

案
し
て
そ
の
引
き
上
げ
が
行
な
わ
れ
た
と
と
る
で
あ
h
y
ま
す
が
‘
資
本
の
金

額
又
は
出
資
金
額
が
十
億
円
を
越
え
る
法
人
に
つ
い
て
は
.
税
率
水
準
等
か

て 3 ・

¥ 
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ホ
テ
ル
一
撃
償
法
の
規
定

K
よ
る
登
録
ホ
テ
ル
業
等
の
舟
に
供
す
る
と
と
と
な
，
の
で
‘
と
の
産
業
阪
の
報
酬
の
額
を
定
め
る
た
め
追
加
し
ょ

E
と
す
る
も
の

。
た
建
物
に
つ
い
て
の
税
率
の
脇
村
錦
、
息
・
動
車
排
出
ガ

Z
K
係
る
保
安
基
準
ぷ
ぜ
る
h
y

ま
す
ム

κ適
合
す
る
軽
自
動
車

κ対
す
ゐ
軽
減
措
置
の
適
用
期
限
由
一
腰

t
等

の

改

正

次

K
議
案
第
三
十
一
一
占
一
号
館
山
市
長
、
助
役
、
収
入
役
の
給
与
及
び
旅
費

κ

が
ど
ざ
い
ま
す
が
.
な
hw
詳
細
民
つ
き
ま
し
で
は
説
明
資
料

κ£
b
C了
承
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
樹
の
制
定

κ
つ
い
て
で
あ

b
ま
す
が
、

願
い
ま
す
e

，

.

と

れ

は

.

給

料

月

額

を

改

~

応

し

よ

う

と

す

る

も

の

で

‘

昭

和

五

十

二

年

四

月

次
に
議
案
第
五
十
号
昭
和
五
十
こ
年
度
館
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算
〈
第

κ改
正
さ
れ
た
以
降
.
一
ー
猷
職
員
の
給
料
は
、
人
事
院
勧
告
及
び
県
人
事
委

回、号
v
m
u
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
で
あ
・
9
ま
す
が
‘
、
去
る
三
月
末
K
1

員
会
の
勧
告

κ準
じ
て
の
副
引
き
上
げ
や
定
期
昇
給
怠
ど
K
よ
b
-
一
般
職
と
の

県
よ

b
東
小
校
舎
災
害
援
旧
事
業

κ係
る
補
助
金
の
増
K
伴
A
J
菌
感
支
出
金
不
均
衡
が
生
じ
て
ま
い

b
ま
し
た
の
で
給
与
体
系
の
う
え
か
ら
も
好
ま
し
ぐ

、
の
追
加
.
ま
た
‘
と
れ

K
伴
h
d

市
債
の
減
額
等
予
算
の
財
源
内
訳
の
変
更
が
な
い
の
で
ζ

れ
を
是
在
す
べ
〈
改
正
し
ょ
ラ
と
す
ゐ
も
の
で
あ

b
ま
す
プ
な

生
じ
ま
し
た
の
で
.
池
方
自
治
法
第
百
七
十
九
条
第
一
項
の
規
定

κよ
b
専

b
.

今
闘
の
改
正
に
あ
た
q

て
は
.
報
酬
刷
審
議
会
か
ら
引
き
上
げ
る
と
と

κ

決
処
分
を
い
た
し
‘
同
条
第
一
ニ
墳
の
規
定

κよ
b
議
会
K
報
告
し
‘

ζ

の
承
・
や
つ
い
て
妥
当
で
あ
る
旨
の
答
申
叩
が
あ
b
ま
し
た
e

認
を
求
め
よ
う
と
す
J

ゐ
も
の
で
あ

b
ま

す

。

一

-

次

κバ
議
案
第
三
十
三
号
館
山
市
教
育
長
の
諸
給
与
及
び
勤
務
条
件
等
に

次
記
載
警
備
三
十
一
号
非
常
務
の
特
別
職
の
職
員

κ苧
砲
撃
酬
設
び
費
用
、
関
す
る
条
例
全
部
を
改
正
ナ
る
条
例
ノ
の
制
誌
に
つ
い
て
で
あ
b
ま
す
が
‘
ト

弁

ak関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

κつ
い
て
で
あ

b
ま
と
れ
は
.
給
料
月
額
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
.
教
育
長
に
つ
机
て
は
、
.

す
が
、
こ
れ
は
議
会
関
係
@
特
別
職
報
酬
の
改
正
と
新
規
制
度
と
し
て
一
従
来
市
長
崎
帯
主
役

κ準
じ
て
改
正
し
て
ま

Mmbま
し
た
の
で
‘
今
回
‘
市
長
‘

ゆ
髭
業
医
の
報
酬
を
‘
る

J

ら
た

K
加
え
よ

5
と
‘
す
る
も
の
す
る
b
ま
叫
創
設
‘
収
入
役
の
給
料
額
改
正
に
伴
い
‘
あ
わ
せ
て
‘
教
育
授
の
給
料
を
改

ナ

。

、

l

r

、

、

め

よ

う

と

す

る

も

の

で

績

κつ
き
を
し
て
は
.
諸
手
議
を
含
め
て
収
入
殺
と

:
議
会
調
係
に
つ
き
主

ι下
は
.
線
下
他
府
と
の
状
況
を
勘
衆
し
宅
同
額
趨
度
に
恋
る
工
会
記
慮
し
.
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
b
ま
す
余

改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
事

b
ま
J

す
が
、
今
回
。
改
正

κ49た
4

J

次

κ議
案
第
三
十
四
号
館
山
市
立
幼
稚
園
保
育
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改

て
は
、
-
報
醐
審
議
会
か
ら
…
引
き
上
げ
る
!
と
と

κ
フ
い
て
緩
且
び
時
期
正
す
る
条
例
の
制
定

κつ
い
て
で
あ
れ
y

ま
す
が
.
幼
稚
園
楳
有
料
は
、
今
ま

に

つ

い

て

妥

当

で

あ

る

旨

の

答

申

が

る

が

ま

じ

た

}

、

¥

で

幼

稚

園

で

保

護

者

よ

b
徴
収
し
、
各
指
定
金
融
機
関
へ
払
い
込
み

ιて
hv

ま
た
‘
新
た
に
加
え
る
産
業
録
。
報
酬
に
つ
き
ま
し
て
は
、
労
働
安
会
衛

t
bま
し
た
が
‘
今
回
.
口
媛
掻
替
制
度
を
採
用
す
る
た
め
、
条
例
第
三
条
第
一
-

生
法
の
規
定

κよ
h
y
、
一
定
規
模
以
上
の
事
業
所
に
建
業
医
を
設
置
し
、
職
ニ
漬
を
一
部
改
正
し
て
‘
納
期
を
月
の
最
終
の
自
に
変
更
し
よ
う
と
す
る
も

員
の
健
康
管
趨
を
突
絡
す
る
よ
う
麓
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
関
係
か
ら
、
本
市
の
で
あ
タ
ま
ナ
e

κ一hw
柿
て
も
意
業
底
を
設
撞
し
‘
職
員
の
健
康
管
理

κ努
め
よ
う
と
す
る
も
な
彩
、
と
の
'
条
到
の
一
部
改
正
は
.
昭
和
五
十
三
年
七
月
一
日
か
ら
施
行

'
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し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
b
ま

す

。

へ

条

例

の

制

定

に

つ

い

て

で

あ

が

ま

す

が

、

昭

和

五

十

三

年

四

月

一

日

付

国

民

武

κ議
案
第
一
一
一
十
五
号
館
山
古
学
校
安
合
共
済
掛
金
徴
収
条
例
の
一
部
を
姪
康
保
険
条
例
単
則
の
一
部
改

E
に
つ
い
て
、
千
業
総
社
会
部
長
を
通
じ
ァ

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
で
あ
h
p
ま
す
が
、
百
本
学
校
安
全
会
誌
、
厚
生
省
主
h
y
通
知
が
あ
え
そ
れ
を
受
け
て
館
山
広
一
国
民
健
康
保
険
条
例
の

同
法
施
行
令
等
の
一
部
改
正
が
制
定
公
布
さ
れ
‘
そ
れ
ぞ
れ
昭
和
五
十
三
年
}
部
改
正
を
し
よ

5
と
す
る
も
の
で
あ
h
y
ま
ず
一

四
月
一

aか
ら
施
行
さ
れ
る
ζ

と
と
な
b
ま
し
た
の
で
、
館
山
市
学
校
密
会
-
r

ま
ず
・
第
六
粂
の
改
革
で
あ
b
ま
す
が
.
に
の
条
文
は
‘
従
前
‘
市
町
村

共
演
掛
金
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

4
e
b
-
-
T
J
J
ω
任
意
給
付
と
な
q

て
い
る
助
産
費
に
つ
い
て
、
回
目
属
労
働
者
健
康
保
検
を

法
の
改
正

κ
l
b災
寄
共
済
給
付
κ
係
る
易
構
掛
金
の
額
点
義
務
教
育
以
除
〈
他
の
粧
用
者
保
険
に
か
い
て
、
引
を
続
き
事
業
所
等
仁
氏
一
年
以
上
勤
ぉ
・

外
の
学
技
‘
幼
稚
掛
及
び
保
清
所
の
生
徒
等
に
つ
い
て
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
し
し
・
被
保
険
者
で
あ
二
凡
者
同
町
退
職
後
六
月
以
内
に
出
慈
し
た
場
企
一
位
、

た
が
‘
鐸
聾
者
等
か
ら
徴
収
す
る
額
は
，
誕
前
の
額
と
同
一
と
し
.
今
回
ζ

特
例
と
し
て
分
娩
費
又
は
出
産
農
が
給
村
さ
れ
て

hybま
す
が
‘
今
回
J

ζ

れ
を
規
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
b
ま
す
e

卓
也
・
た
‘
学
校
等
の
管
翠
F
K

の
よ
う
日
仏
核
庇
録
般
か
ら
助
産
貨

κ相
当
す
る
給
付
が
な
さ
れ
る
場
合
は
.

砕
け
る
児
童
等
の
災
害
k
b
h
て
‘
学
技
等
の
設
置
者
の
摂
等
飯
償
責
任
が

ζ
ζ
の
条
例
K
よ
る
給
付
を
好
な
わ
な
、
い
も
の
と
す
る
条
項
を
加
え
よ
う

ιす

発
生
し
た
場
合

κ・
安
全
会
が
災
害
共
演
給
付
を
行
う
と
と

κ£
h
人

々

の

切

る

J
S
の
で
あ

b
ま
す
。

錨
額
の
揖
皮
κ

h

p

M

W

て
そ
ん
υ

責
任
を
免
れ
合
せ
る
旨
の
特
約
を
付
す
る
と
と
次
M

へ
第
九
識
の
改
E
で・
6
h
p
を
す
が
・
と
の
条
文
ば
・
保
健
施
設
に
つ

が
で
き
ふ
こ
と
と
念
唖
た
た
め
、
そ
の
掛
金
、
十
月
を
設
置
老
が
負
担
す
る
と
い
て
の
規
揺
で
多
少
ま
す
が
・
今
回
-
第
一
号
‘
診
療
所
及
ぴ
第
二
号
保
健

と

と

な

ー

ま

し

た

。

令

婚

女

そ

れ

ぞ

れ

条

文

か

ら

削

る

う

と

す

る

も

の

で

‘

第

一

号

κつ
い
て
は

a
h
v
i
ζ

の
条
例
の
一
部
改
正
は
・
公
痛
の
臼
か
ら
施
行
し
・
昭
和
五
士
一
-
国
保
車
営
診
療
所
を
廃
止
し
た
関
係
か
ら
‘
第
二
号

κつ
い
て
は
・
本
年
度

三
年
四
舟
宇
飽
か
ら
適
用

l
E
Dと
す
る
も
の
で
あ

b
ま

す

。

よ

b
閣
の
施
策
K
よ
b
‘
保
健
婦
が
{
般
会
計
支
弁
減
員
と
し
て
身
分
移
管

次

κ議
案
第
三
十
六
号
館
山
市
青
年
鎗
の
設
置
及
び
管
署
員
す

ι条
制

さ

れ

た

と

と

に

特

η
そ
れ
ぞ
れ
条
文
の
整
理
を
し
;
う
と
す
る
も
の
で
あ

の
一
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
で
あ
h
y
ま
A
J

が
‘
公
の
施
設
と

b
ま
す
。

し
て
回
路
成
し
た
山
本
脊
年
錦

κ
つ
い
て
、
そ
の
名
称
及
び
位
置
を
‘
条
例
刻
な
殿
、
と
の
条
例
の
}
部
改
正
川
町
公
布
の
白
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
が
‘

変
申

κ新
た
に
羽
4
4
、1
適
正
念
管
理
‘
遠
雷
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
る

b

第
六
魚
、
の
改
正
に
つ
い
て
は
?
経
過
措
置
と
し
て
.

ζ

の
条
例
路
行
の
日
か

ら
六
月
を
経
過
し
た
日
以
降
の
出
露
か
ら
適
用
ナ
る
と
と
と
な

b
垂
ナ
。

事
-
A
S

巴

‘

一

、

2
・
と
の
条
例
の
一
溺
改
正
は
・

2
2
2施

行
し
よ
う
と
す
る
を
議
案
第
一
二
十
八
号
館
山
町
国
民
護
保
険
禁
哲
一
号
改
正
す

ー
た
の
で
あ
h
y
ま

す

の

、

一

る

条

例

の

制

定

に

つ

い

て

で

あ

・

9
ま
す
が
、

ζ

の
前
に
本
年
度
本
算
定
の
碁
，

次

κ議
案
品
川
手
γ
七
号
館
山
市
歯
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
ず
る
礎
と
な
れ
Y

ま
す
謁
定
見
込
額
の
算
出
K
つ
加
で
一
先
に
を
ど
説
明
い
た
し
ま
す
の

仇

s 

ーすー

、

品:と A



、I

昭
和
五
十
二
年
度
図
録
会
計
は
J

去
る
五
月
三
十
ム
日
出
納
閉
鎖
さ
れ
‘
そ
の

結
集
‘
主
T
百
九
十
万
余
円
の
差
引
残
金
を
生
じ
.
昭
和
五
十
三
年
度
代
繰
タ
蕗
す
と

池
が
山
如
来

J

一
ま
し
た
c

そ
と
市
川
、

ζ

の
繰
越
金
の
品
分
に
ど
ざ
い
ま
す
が
‘
六
千
万
円
を

本
算
定

κ際
し
、
税

ω
軽
減
点
充
当
ju
た
い
と
問
問
ω
う
の
で
あ
タ
ま
宅

こ
り
結
果
、
当
初
予
算
で
計
上
し
て
あ
h
y
ま
ず
現
年
度
課
税
分
五
億
六
千

四
苔
先
十
一
一
ヂ
万
四
予
円
か
ゲ
六
千
・

5
円
を
滅
鍍
じ
た
鎖
五
億
四
百
九
羽
士
一
万

由
宇
碍
を
予
算
額
と
色
、
収
納
割
合
を
勘
案
い
た
じ
ま
じ
で
)
調
定
額
五
億

ニ
千
五
苔
九
十
七
万
三
千
円
を
見
込
ん
だ
わ
け
で
あ
れ
Y

ま
す
の

本
年
、
度
の
本
算
定

κよ
る
輔
定
見
込
績
を
五
億
二
千
五
百
九
十
七
万
三
千
，

円
と
す
る

κ段
、
課
税
醸
皮
績
の
切
捨
額
一
一
一
億
五
千
八
百
万
五
千
円
‘
器
所

得
者

κ対
す
ゐ
第
十
二
条
の
軽
減
額
千
五
百
ニ
十
八
万
七
千
円
、
そ
れ
ら
の

E

績
を
見
込
み
合
計
六
銭
九
千
七
百
二
十
六
万
五
千
円
を
課
税
し
て
、
は
じ
め

て
五
億
二
千
五
百
守
九
十
七
万
三
千
円
の
調
定
が
一
可
能
£
い
う
ζ
と

κなわ
Q

わ

ぜ
剤
、
あ
り
垂
す
伶

ま
た
‘
所
得
割
の
算
出
基
準
と
な
る
市
民
税
所
得
割
総
額
は
、
一
億
五
千

二
百
三
十
一
万
六
千
回
ぺ
資
事
底
割
の
算
出
基
準
と
な
る
固
定
資
産
税
総
額
政

二
億
四
百
七
十
四
万
九
千
円
で
あ
b
ま
す
e

r

被
保
険
者
総
数
は
こ
万
五
千
六
百
三
十
二
人
.
被
保
険
者
世
帯
数
拡
八
千

八
一
百
三
十
二
世
帯
で
す
の
で
‘
課
税
配
分
に
つ
い
て
は
7
現
在
‘
鎗
山
市
が

襲
用
し
て
h
v
h
y
ま
す
車
分
割
合
で
試
算
し
、
あ
ん
分
率
を
決
定
す
る
わ
け
で

あふ
y

ま
す
が
‘

ζ

の
結
果
‘
所
得
割
否
分
の
二
百
十
、
資
産
割
百
分
の
五
十
一

被
楳
験
者
均
等
割
六
千
七
百
こ
十
円
‘
滋
帯
一
別
乎
等
割
一
方
千
六
百
四
十
円

と
念
h
p
ま
す
寸

そ
れ
で
は
、
改
正
条
例
K
従
ヲ
て
願
次
ど
説
瞬
い
た
し
ま
す
。

第
一
芸
の
改
正
は
、
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額
の
規
定
で
あ
し
y
ま

す
が
‘
医
療
費
の
上
昇
、
被
保
険
者
の
所
得
の
増
加
等
に
伴
い
‘
応
能
負
担

の
函
か
ら
被
保
険
者
臨
む
負
担
の
均
衡
を
図
る
た
め
十
七
万
円
を
十
九
万
円
6

.K
引
き
上
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
b
ま
ず
V

第
五
条
の
改
正
は
、
被
保
険
者
均
等
部
額
を
一
人

κっ
き
五
千
七
百
六
十

円
を
六
千
七
百
二
十
円
に
引
き
上
げ
よ
う
と
す
ゐ
も
の
で
あ

ιま
ナ
e

第
五
条
の
去
の
改
正
は
、
世
帯
別
平
等
割
額
を
一
世
帯
K
っ
き
九
千
二
百

四
十
円
を
で
々
千
六
百
四
十
月
K
引
き
上
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
h
y
ま
す
e

第
十
二
条
の
改
正
は
‘
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務
者
及
び
そ
の
世
帯
-

K
属
す
る
被
保
険
者
の
所
得
の
合
算
額
が
一
定
の
額
以
下
の
場
合

κ会
け
る

い
わ
ゆ
る
低
所
得
者
層
。
減
額
に
つ
い
て
で
あ
b
ま
す
が
‘
偶
人
の
市
民
税

e

の
基
礎
控
除
の
額
に
相
当
す
る
金
額
に
被
保
険
者
の
数
K
応
じ
て
加
算
す
る

金
績
を
縫
帯
主
以
外
の
被
保
険
者
一
人
当
た

b
十
五
万
円
を
十
六
万
円
に
引

き
上
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
h
y
ま
す
。

附
蹴
に
つ
い
て
は
‘
そ
の
施
行
期
日
を
公
布
の
日
か
ら
、
と
し
‘
、
適
用
区
分

κ
つ
い
て
は
.
昭
和
五
十
一
一
一
年
度
分
の
国
民
健
康
保
険
説
か
ら
適
用
し
‘
昭

和
五
十
二
年
度
舟
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は
-
従
前
の
と

b
b

と
ナ
る
も
わ
で
あ
h
y
ま
す
。

次

κ議
案
第
三
十
九
号
公
有
水
商
援
立
免
許
に
関
す
る
答
申
叩
に
つ
い
て
で

あ
H
F

ま
す
が
、
千
葉
県
知
事
主
b
公
有
水
菌
題
立
法
第
三
粂
第
一
環
。
規
定

κ主
台
、

公
有
水
面
題
立
免
許
の
出
願
に
伴
う
轄
崎
に
裁
づ
ぐ
答
申
申

κ
つ
い
て
‘
議
会
y

の
議
決
を
求
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
る
b
ま
す
が
‘
千
葉
県
が
船
形
漁
港
第

六
次
漁
港
整
備
計
画

κ基
づ
き
、
総
事
業
費
六
億
六
モ
万
円
を
も
っ
て
.
基

幹
漁
港
と
し
て
)
沖
合
漁
業
等
の
伸
長
並
び

κ近
代
化
K
対
応
し
‘
近
年
ま

す
ま
す
大
型
化
ナ
る
漁
船

K
対
す
る
根
拠
地
と
し
て
，
け
い
留
施
設
の
不
足

を
生
じ
て
き
た
た
め
整
傍
し
よ
う
と
す
る
も
り
で
マ
イ
ナ
ス
四
・

0
メ
ー
ト

ル
棒
盤
及
一
び
と
れ

κ付
随
す
る
道
路
等
を
取
れ
Y

付
け
る
た
め
総
事
業
費
四
億

...;..s-
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f
・
-
六
百
四
十
万
円
を
も
っ
て
新
築
す
る
も
の
で
あ

b
.
と
の
公
有
水
面
題
リ

立
館
つ
悼
て
・
館
山
市
は
、
義
し
っ
か
え
な
い
旨
を
答
申
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ

b
ま
す
e

な
hv.

本
定
例
市
議
会
K
、
任
期
満
了
一
K
伴
う
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

錐
薦

κ
つ
い
て
の
追
加
議
案
の
上
種
を
考
え
て
h
v
b
ま
す
の
で
よ
ろ
し
〈
や

願
い
由
申
し
上
げ
ま
す
e

以
上
‘
各
議
案
に
対
す
る
提
案
理
由

K
つ
い
て
、
ど
説
明
由
申
し
上
げ
ま
し

た
が
‘
何
と
ぞ
僕
霊
な
る
ど
審
議
を
踊
・
9
ま
す
よ
う
hv
聴
い
由
申
し
上
げ
ま
す
。

O
議
長
〈
吉
田
勇
治
郎
君
V

以
上
で
提
案
理
由
の
説
明
を
終

b
ま
す
。

¥延

会

午
前
十
時
凶
十
四
分
延
会

。
議
長
〈
吉
田
勇
治
郎
君
〉
、

b
諮
b
い
え
し
ま
す
e

+
串
日
の
A
蓄

は

ζ

れ
に
て
延
金
い
た
し
た
い
と
恩
加
ま
す
。
と
れ
に
御
呉

議
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
e

〈
「
融
持
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
4
e
b
)

O
議
長
〈
古
田
国
勇
治
郎
君
)
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
e

エ
ヲ
て
本
日
は
と

れ

κて
延
会
す
る
と
と
に
決
し
ま
し
た
e

、

な
ι
折
、
明
六
月
二
十
日
は
議
案
調
査
の
た
め
休
会
、
次
会
は
六
月
三
十
}

日
午
前
十
時
開
会
と
し
、
そ
勉
議
事
は
通
告
に
よ
る
行
政
一
一
般
質
問
を
行
い

ま
す
e

。
本
日
の
会
議

κ付
し
た
事
件

一
‘
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

士
会
期
。
決
定

一
、
会
議
日
程
の
決
定

/ 

て
報
告
第
一
号
及
び
報
告
第
二
号
、

号

議
案
第
二
十
九
号
乃
至
議
案
第
三
十
九

， 
‘ 

-9-

-F 
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